
 

 

昼生小だより  

 

 

 

今年度、「気持ちのよいあいさつの習慣化」

に力を入れて取り組んでいることは既にご承

知のとおりです。様々な取り組みの 1 つとし

て、「あいさつ標語」にも取り組みました。一

人ひとりが、あいさつをすると笑顔になった

り、温かい気持ちになったりすることやあい

さつの大切さを標語にしました。校内だけで

なく、学校運営協議会の委員さんにも審査に

加わっていただこうと思っています。選ばれた作品は、保護者や地域の皆さんにも紹

介して、親しんでいただけるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

６月２４日から７月１４日まで、児童会の呼びかけで「あいさつラリー」に取り組

んでいます。前回の「あいさつスタンプラリー」と違うところは、カードにスタンプ

を押すのではなく、カラーペンで印を付けるというところです。前回の取組後にスタ

ンプを回収したら、とても汚れていて困ったということから、児童会役員さんがカラ

ーペンを使うことを考えてくれました。こうした取組を地道に積み重ねていくのはと

ても大切なことだと思います。 

朝、顔を合わせると、必ず自分から元気に「おはよう

ございます」と言ってくれる子がいます。とても嬉しい

気分になります。相手を嬉しい気分にさせられるってと

ても素晴らしいことだと思いませんか。元気なあいさつ

のできる昼生っ子をみんなで目指していきましょう。 
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７月１日、５年生が校外体験学習に行ってきました。当日は、朝から雨模様。しか

もバスがマリーナ河芸に近づいたのを見計らったように、雨が激しく降り出しました。

カヤックや干潟観察をあきらめて、室内でできる体験やゲームをすることにしました。 

貝殻を使ってフォトフレームを作ったり、ロープの縛り方を教えてもらってゲーム

をしたり、海の生き物についてお話を聞いたりしました。 

お昼ご飯は、カレーライスをいただきました。楽しくおしゃべりしながら食べるこ

とはできませんが、教室を出てみんなでいただく食事はとてもおいしくて、何回もお

代わりをする子がいたほどです。 

午後からは雨が小降りになり、カヤックに乗れることになりました。パドルの持ち

方や漕ぎ方のレクチャーを受けた後、カヤックに乗り込み、いざ海へ。天気の都合で

湾の中だけでの体験にはなりましたが、ペアで息を合わせてカヤックを漕ぎ、思い思

いに楽しむことができました。 

新型コロナウイルス感染防止対策をした中での校外体験学習でしたが、限られた時

間の中で、友だちと一緒に貴重な体験をすることができました。 


